戀 YAMAHA 


スピーカー システム 

NS- 225 F 


取扱説明書 


ご使用の前に必ずお読みください。 


ヤマノ V スピーカーシステム NS -22 已 F をお買い上げ 
いただをまして、まことにありびとラございます。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永 
年支障なくお使いいただくために、ご使用前にこ 
の取扱説明書とな証書をよ < お読み < ださい。 
お読みになったあとは、保証書と共に大切に保菅 
し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取り <ださい。 


保証書別添付 


安全上のご注意 . 2 

スピーカーの設置 . 已 

アンプとの接続 . 巨 

フ□ントカバー . 7 


仕様 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 
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安を上のごミち意（安をに正しくお使いいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただを、あなたやイ也の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するた奴に、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してか5本文をお読み<ださい。 


この「安全上のごを意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものち記載されています。 


絵表示の例 




A 

気をつけなければならない 

0 

してはいけない行為を表 

必ずしなければならない 

内容を表しています。 

しています。 

行為を表していまず。 

たとえば A は「感電を意」 

たとえば®は「分が禁 

たとえば をは 「電源プラ 


をおしていまず。 


止」をおしています。 

グをコンセントから扳く 
こと」をおしています。 


A 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定され 
=る内容をおしています。 


類 

水说れ禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

1 ♦ 浴室-台所-海岸-水辺 ♦ 加湿器を過度にさかせた部屋 

♦雨や雪、水びかかるところ 

水滴の混入により乂災や感電の原因となります。 


分解 禁止 

分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火がや感電の原因となります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 

0 

禁止 

本機のポート（開□部）にものを入れたり、落としたりしない。 

火災や感電の原因となります。 

£ 

6 

y 


0 

必ず行う 

スピーカーケーブルは必ず壁等に固定ずる。 

ケースレに足や手を弓1つかけるとスピーカーび転倒•落下し、巧障したり、けびの原因と 
なります。 


0 

必ず行ラ 

取付け後は必ず安を性を確認ずる。 

また、定期的に転倒-落下の可能性びないか安全点検を実施してください。 

取付け箇所、取付けち法の不備による事故等の責任は、一切負いかねますのでご了承くだ 
さい。 
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この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容およ 
/ J \ び物的損傷のみの発生び想定される内容をおしています。 


不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒してけびの原因となることびありまず。 


直が曰光のあたる場所や温度び異常に高くなる場所（暖房機のそばなど）には 
設置しない。 

本機の外装び変あしたり内部回路に悪霞響び生じて、火災の原因となることびあ 

0ます。 

〇 

必ず行ラ 

電源を入れる前や再生を始める前には、アンプの音量（ボリユーム）を最小に 
する。 

突然大さな音び出て聴力障害等の原因となることびあ0ます。 


長時間音び歪んだげ態で使用しない。 

スピーカーび発熱し、乂災の原因となることびありまず。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこ0の堆積によ0ショートして、乂災や感電の原因となることびあります。 


ポート（開□部）には手を入れない。 

感電やけびの原因となることがあ0ます。 


持ち運ぶときにはポート（開□部）に手をかけない。 

ポートびはずれたり、本機を落としたりして、けびの原因となることびあります。 


蜜物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装び傷んだ0、部品び溶解することびあ0ます。 


3 











この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容およ 
/ J \ 方 + / 胃^ び物的損傷のみの発生び想定される内容を示しています。 


スピーカーを設置ずる際は、じ TF のことにま意ずる。 

♦壁に取0付ける場合、くぎなどの抜けやすいちのは絶対に使用しないで<ださい。 

♦薄いベニヤ板の壁や柔らかい壁には取0付けないで < ださし、。 

♦壁や天井に取り付ける場合、必ず指定されたスピーカーブラケットを使用してくださし、。 

正しい取付け方法をしないと、スピーカーび落下して、けびの原因となることびあります。 

〇 

必ず行ラ 

スピーカーとスピーカーブラケット（取付金具）-スピーカースタンドは必ず 
指定されたネジを使巧して固定ずる。 

スピーカーび落下すると、けびの原因となることびあ0ます。 


本機に乗ったり、ぶ5下がったり、寄りかかったりしない。 

転倒-落下したり破損したりして、けびの原因となることびあります。 

處 

フラグを振< 

移動ずる場合は、アンプの電源スイッチを切り、接続コードを外してか5行っ 
て < ださい。 

転倒-落下して、けびの原因となることびあります。 

A 

接続ずる場合は、各機器の取扱説明書をよく読み、アンプの電源を切り、説明 
に従って接続してください。 

注意 
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スピーカーの設置 


スピーカーは丈夫で振動のない場所に置いて < ださい。 


■ ホームシアターシステムのフ□ン 
トスピーカーとして 

テレビの左ちに設置します。スク1」ーンを設置し 
ている場合は、スク1」ーンの両腺に設置してくだ 
さい。 



■ 2 チヤンネル スピーカー システム 
として 

図のように U ス ニン グポジシヨンに巧して少し 
内向をに設置した方び良いステレオ定位び得ら 
れます。 



雪巧 

スピーカーに害りかかった場合、スピーカーび 
乾倒ずる恐れがありまず。けがなどの重大事故 
やスピーカーの損傷の原因になりまずので十 
分ご注意ください。 



♦ スピーカーケーブルを足や手に引っかけて本機を転 
倒させることのないよラに、ケーブルは必ず固定して 
<ださい。 

• 本機は、防磁型設計となっておりまずび、万ーテレビ 
の近くでご使用になり色ムラなどが生じるときは、テ 
レビとスピーカーの距離を離してご使用ください。 
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アンプとの接続 


接続するとさは、必ずアンプ、レシーバーなどの電源を切ってから行ってください。 


■ スピーカーケーブル 

スピーカーケーブルの両端から被覆をていねい 
にはびします。な線をしっかりとよじってくださ 
い。よじり方び不十分だとショート（短絡）の原 
因になります。 



■接続 



■バナナプラグ使用の場合 

1•プラスチックのカバーを手前に引いて取り 
外します。 

2•端子をちに回して強く締めます。 

3•ノ くナナプラグをスピーカー端子の穴に差し 
がます。 



わた賴 

• スピーカーケーブルの芯線同±が互いに接®してい 
ないか確認してください。接触しているとスピーカー 
やアンプの損傷の原因となりまず。 

• スピーカーケーブルはプラス （+) とマイナス（一） 
を間違えないよラに接続してください。それぞれ極性 
(+、 一) を間違えると不自然な音になりまずので、 
ごま意ください。 
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フ□ントカバー 


仕様 


フロントカバーは、スピーカー ユニッ トをな護す 
るためのものですび、お好みによって取りはずし 
てもお使いいただけます。フ□ントカバーはマグ 
ネットによって固定されています。はずす時は片 
手でスピーカーをおさえなびら、フロントカバー 
をやさしく取りはずしてください。 



fctKiai 

• フ□ント カバーを かした状態で、 スピーカーユニッ 
卜、特にツィーターに手を軸れたり、工具などでお理 
な力を加えないでぐださい。音び歪む原因となりま 
ず。 

• 本機のフ□ントカバー裏面には磁石が使われていま 
ず。取りはずしたフ□ントカバーをテレビ、時計、磁 
気力ード、フ□ッピーディスクなど磁気の影響を受け 
るちのには近づけないでください。 


型式 . 2ウェイ.バスレフ防磁型 

スピーカーユニット 

.8cm コーンウーファー X 2 

3cm ドームツィーター 

インピー ダンス . 己 n 

再生周波数帯域 . 己0 Hz 〜 50kHz 

許容入力 .40W 

最大入力 . 1 20W 

出力音圧レべ J レ . 8巨 dB/2'83V/ m 

クロスオーバー周波数 .3kHz 

外形寸法（幅 X 高さ X 奥行を） 

. 23己 X 10 已 0 X 236mm 

質量 .7.7k 有 

《仕様およびか観は、改良のため予告な<変更す 
ることびあります。 


圖 

I 旨の巧ケット] 


音楽を楽しむェチケッ 


楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるをのです。隣近所への配慮を十分にしま 
しょう。静かな夜間口まルさな音でもよく通り、特にほ音は床や壁などを伝わりやすく、 
思わめところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるのち 一つの 方法です。音楽はみんなで楽しむをの、お互いにむを配り快適な生活環境を守 
D ましよう。 



本製品主要部のはんだ付けには無鈴はんだを使用しています。 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 


ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


♦ ヤマ八電気音響製品サービス拠点 

化海道 干0日 4-8 巳43札幌市中央区南十条西 ]-1- 日日ヤマ八センター内 
TEL (011) 百] 2 -巨] 〇扫 

仙台 〒目 84-001 己仙台市若林区卸町已 -7 

仙台卸商共同配送センター 3 F 
TEL (曰 22) 236 - 0249 

首都圏 干 ] 43-0006 東京都大田区平和島2 T 目1蚕]号 

京浜トラックター S ナル内14号棟 A -已 F 
TEL (03) 57巨2 - 212] 

ミ 兵松 干43已 -00] 日おお市和田町200ヤマ A C 株）和田工場内 
TEL (曰已 3) 4巨已■巨 7]] 

名ち屋 干4曰 4-00 己8名古屋市中川区玉り旧了 2-1-3 

々スミ V (株）名ち屋流通センター 3 F 
TEL (0 已 2) 巨已2 - 2230 

大限 〒己日已 -0803 峽田市新声屋下]-1日中マ"（株）千里丘センター内 
TEL (曰巨）巨877 - 5262 

四国 干 7巨日-002目高松市丸重町 8-7 

(株）ヤマ AS ユージック巧戸高お店内 
TEL (0 扫 7) 822 - 304已 

九州 干81 2-8 日08福岡市博多医博を駅前 2-11-4 
TEL (曰 92) 472 - 2134 


愛情点検 


の 


★永年ご使用の製品の点検を！ 


こんな症げはありませんか？ 

• 電源コード-プラグび異留に熱い。 

• コゲ < さい臭いびする。 

• 電源コードに深いキズか変形びある。 

• 製品に細れるとピ U ピ U と電気を感じる。 

• 電源を入れてち正常に作動しない。 

参その他の異常-故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントから损を、必ず販 
売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検 • 修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


♦保証期間 

お買い上げ日より1年間でず。 

♦保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づレて修理させていただをます。詳しくは保 
証書をご覧 < ださい。 

♦ 保証期間が過ぎているとさ 

修理によって製品の機能び維持でをる場合にはご要望により有料に 
て修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

♦ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般 
管理費等び含まれています。 

♦ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部 
材等を含む場合もありまず。 

♦ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。別 
途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最ほ保有期間 

補修用性能部品の最な保有期間は、製造巧切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品でず。 

♦ 持ち込み修理のお願い 

故障の攝合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ A 電気音響製品サー 
ビス拠点へお持ちください。 

♦製品のが態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳しくお知 
らせ<ださい。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせ 
ください。 

》品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。 

♦スピーカーの修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気 
部品でず。尚、修理はスピーカーユニッ ト 交換となりますので、エー 
ジングの差による音色の違いび出る場合びありまず。 

♦摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品（下記参照）び使 
用されています。摩耗部品の冀化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品 
を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ八電気音響製品 
サービス拠点へご相談 < ださい。 

厂 摩耗部品の一例- V 

ボリュームコントロール、スイッチ-1」レー類、接続端テ、ランプ、ベルト、 
ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、を全にご使用いただくために AV 製品全般について 
記載しております。 


製品の機能や取扱いに関ずるお問い合わせは、お客様ご相談セン 
夕一にご連絡ください。 

お客様ご相談センター 

TEL (0 已 70) 01 - 1扫08 (ナビダイヤ J レ） 

全国どこからでち市内通話料金でご利用いただけまず。 

携帯電話、 PHS からは下言己ま号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4色0 - 3409 

FAX (0 已 3) 460- 34已9 

住所 干 430-86 曰0静岡県ミ兵松市中ミ尺の1 0- 1 

ご相談受付時間1〇:日日〜12:00、13:日日〜18:00 

(曰-祝日及び弊社び定めた曰は休業とさせていたださますのであ6かじめご 

了承 < ださい。） 


製品の機能や取巧いに関する情報は、下記のホームページからち入 
手ずることがでをまず。 

ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 
http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご 
参考にしてください。 


わ7 八株式会社 

干43日-86己0浜松市中ミ尺田了1 0-1 
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